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次号予告「光学分野の設計開発における機械学習の活用」

巻頭言
光が捉え，AIが読み解く時代に向けて  ‥‥‥庄野　逸

解　説
機械学習によるサロゲートモデリングと LEDパッケー
ジ設計への応用  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥柏尾知明

ベイズ最適化により設計された超小型モザイク素子 
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥藤澤　剛，他

深層強化学習を用いたハイパーボリックメタマテリア 
ル構造の最適化  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥久保若奈

ニューラルネットワークによる屈折率分布型光学素子 
の設計  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥大野博司

機械学習によるガラス材料の設計とその展望 
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥徳田陽明

光学ハイライト

気になる論文コーナー

今後の特集予定
55巻 2号「超解像顕微鏡：基礎理論と手法の進展」
55巻 3号「新機能の創出に向けたメタマテリアル研究」
55巻 4号「光で切り開く次世代計算技術」
55巻 5号「超短パルスレーザー加工のダイナミクス」
55巻 6号「2025年日本の光学研究」 

//編集後記 //

　ライダー技術は，基本原理は比較的単純である一方
で，多様な方式が存在し，その用途も非常に広範にわた
ります．今回の特集では，その中でも特に近年注目され
ている 2つの分野に焦点を絞りました．ひとつは，集積
技術の進展と車載用途の拡大により小型化が進み，ス
マートフォンにも搭載されるなど私たちの生活空間に広
く普及してきた小型のハードターゲット用ライダーで
す．都市空間の三次元把握や自律移動体の認識など，社
会インフラの高度化に貢献する技術として，日常生活と
の接点がますます増しています．
　もうひとつは，気象や大気環境の計測に用いられるラ
イダーです．こちらは，光源や分光技術の工夫により，
水蒸気や温度分布などをより高精度に捉えることで，気
象の解明や天候予測の精度向上に貢献するなど，気候変
動やそれに伴う災害対策といった社会的課題に科学的に
取り組むための有力な手段として，ますます重要性を高
めています．
　ライダー技術は，光学・電子工学・大気科学などの知
見が融合することで進化を続けており，今後も多様な分
野での展開が期待されます．本特集が，ライダー技術の
可能性と奥行きを再認識する契機となり，読者の皆様の
研究や開発の一助となれば幸いです．
　最後に，本特集の執筆にご尽力いただいた著者の皆
様，そして企画段階から貴重な助言を頂いた編集委員会
の皆様に，心より感謝申し上げます． （和田，江川）

原著論文を募集しています
　「光学」では，日本語の原著論文を募集しています．会員・非会員を問わず，自由に投稿できます．皆様の意
欲的なご投稿をお待ちしております．
　また，上記に加え，特集テーマに関連のある原著論文も募集しています．この場合，採択となった論文はその
特集号に合わせて掲載できるよう，査読作業をより迅速化いたします．特集テーマ関連の投稿締切は，当該特集
号発行月の 4か月前の 10日です．特集号を明記のうえご投稿ください．
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